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配付資料：	
 

資料 1-1：平成 29 年度高知大学医学部後援会役員名簿	
 	
 

資料 1-2：平成 30 年度高知大学医学部後援会役員名簿(案)	
 

資料 2	
 ：平成 29 年度医学部後援会事業報告書（決算報告）	
 

資料 3	
 	
 ：平成 30 年度医学部後援会事業計画・収支予算書（案）	
 

資料 3-2：後援会積立金内訳及び定期預金一覧	
 

資料 4-1：平成 29 年度卒業生の状況	
 

資料 4-2：平成 30 年度入学手続き者の状況	
 	
 

資料 5	
 ：平成 29 年度学業等優秀者の後援会被表彰者の決定について	
 

資料 6	
 ：高知大学医学部後援会 HP について	
 

参考資料：高知大学医学部後援会会則	
 

机上配布：おこうだより 15 号	
 

	
 

１.開	
 会	
 

	
 	
 松浦後援会長挨拶	
 

	
 	
 本家医学部長挨拶	
 

	
 

２.議	
 事	
 

1）平成 30 度役員の選任について（任期 H21 年 3 月まで）	
 

松浦会長から、資料 1-1『平成 29 年度高知大学医学部後援会役員名簿』、資料 1-2

『平成 30 年度高知大学医学部後援会役員名簿(案)』に基づき、役員の再任及び、新役

員選出等の説明が行われ、審議の結果、承認された。	
 

	
 

2）平成 29 年度事業報告及び決算報告について	
 

	
 浜田学生支援係員から、資料 2 に基づき、平成 29 年度医学部後援会費事業報告及び

決算報告行われ、審議の結果、承認された。	
 

	
 なお、平成 29 年度会計・決算書類の監査について、出席した濱田監事から適正であ

る旨、監査報告が行われ、承認された。	
 

	
 また、降幡医学科長から、大学祭、学位記授与式の音響について、大学で設置でき

ないかとの提案があり、設置費用と使用頻度等について、事務側で検討するっことに

なった。	
 

	
 	
 

3）平成 30 年度事業計画及び予算（案）について	
 

	
 浜田学生支援係員から、資料 3 に基づき、平成 30 年度における医学部後援会費事業

計画・収支予算書について説明が行われ、「環境整備費」の費目を新規事項として計上

した旨の説明があり、審議の結果、承認された。	
 



	
 なお、「救難対策積立金」は、平成 30 年度から新たに第 5 期として毎年 300,000 円

を 10 年間積立てることが、了承された。	
 

	
 また、吉本理事から、	
 

①「西医体評議員出張旅費」で平成 29 年度支払い実績が少ないが、学生が使用しづ

らい雰囲気ではないか	
 

②「保険掛金」の中の「ヨット損害賠償・遭難救助」、および平成 29 年 10 月に発生

したヨット部員の遭難騒ぎについて	
 

③「福利厚生費」中の「学研災保険」の内容について	
 

④新設された「環境整備費」の内容	
 

について質問があった。	
 

	
 

② については、浜田学生支援係員から使用額が少ないのは 29 年度のみであること	
 

	
 ②については、浜田学生支援係員から保険内容の説明と、立花学生課長からヨット

部遭難騒ぎの状況について説明があり、	
 

③ については渡邊学生支援係長から保険の内容について説明があり、	
 

④については明神特任専門員から、経費は看護学科実習用のモデル人形の購入と医

学科建物機器の更新に使用するものであること、栗原看護学科長から現状の実習用の

モデル人形の状態について説明があった。	
 

	
 

（4）平成 29 年度卒業生及び平成 30 年度入学手続き者の状況について	
 

	
 	
 浜田学生支援係員から資料 4 に基づき、医師・保健師・看護師国家試験結果、及び

平成 30 年度入学手続き者の状況について説明が行われた。	
 

小松理事から、医学科 AO 入試Ⅰの合格者は女子が多い事について質問があり、本家

医学部長が面接は女子が強いこと、今年から試験科目に英語が導入されたことにより、

女子の合格者が多い傾向にある旨の回答を行った。	
 

	
 

5）学業等優秀者の後援会被表彰者の決定について	
 

	
 立花学生課長から資料 5 に基づき、学業等優秀者の後援会被表彰者について説明を

行い、表彰式を後援会総会（４月３日）で実施することとなった。	
 

	
 

6）その他	
 

	
 	
 浜田学生支援係員から資料 6 に基づき、医学部後援会のホームページが完成した旨

の報告と、ホームページへの入り方について説明があった。	
 

	
 	
 吉本理事から、業者任せにせず、学生とも協力して内容を高めてほしい旨の要請が

あった。	
 


